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【病院局告示】

番 号 表 題 担当課名

１０ 特定調達契約について一般競争入札に付す

る件

１１ 同

１２ 同



徳
島
県
告
示
第
六
百
二
十
号

水
質
汚
濁
防
止
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
化

学
的
酸
素
要
求
量
、
窒
素
含
有
量
及
び
り
ん
含
有
量
に
係
る
総
量
削
減
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五

項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
内
容
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
四
年
十
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
徳
島
県
危
機
管
理
環
境
部
環
境
管
理
課
に
備
え

置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
六
百
二
十
一
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第

十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
猟
法
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。

令
和
四
年
十
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

禁
止
に
係
る
指
定
猟
法
の
種
類

く
く
り
わ
な
を
使
用
す
る
方
法

二

指
定
猟
法
禁
止
区
域
の
名
称
、
区
域
、
面
積
及
び
存
続
期
間

名

称

区

域

面
積

存
続
期
間

権
田
・
槍

神
山
町
と
那
賀
町
と
の
境
界
線
と
一
般
国
道
一
九
三
号
と
の
交
点
を
起
点

一
一
、

令
和
四
年

戸
指
定
猟

と
し
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
に
進
み
お
お
つ
く
谷
と
の
交
点
に
至
り
、
同

四
六
〇

十
一
月
一

法
禁
止
区

所
か
ら
同
谷
を
西
に
進
み
標
高
八
五
〇
メ
ー
ト
ル
等
高
線
と
の
交
点
に
至
り

ヘ
ク
タ

日
か
ら
令

域

、
同
所
か
ら
同
等
高
線
を
南
に
進
み
那
賀
郡
那
賀
町
沢
谷
に
至
り
、
同
所
か

ー
ル

和
九
年
十

ら
同
等
高
線
を
西
に
進
み
坂
州
木
頭
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川

月
三
十
一

右
岸
標
高
八
五
〇
メ
ー
ト
ル
等
高
線
を
東
に
進
み
同
町
掛
盤
に
至
り
、
同
所

日
ま
で

か
ら
同
等
高
線
を
南
西
に
進
み
同
町
白
石
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
等
高
線
を

西
に
進
み
中
谷
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
等
高
線
を
南
に
進
み
同
町

木
頭
助
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
等
高
線
を
北
西
に
進
み
東
蝉
谷
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
等
高
線
を
南
に
進
み
蝉
谷
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
等
高
線
を
西
に
進
み
西
蝉
谷
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
等
高
線

を
南
に
進
み
同
町
木
頭
和
無
田
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
等
高
線
を
西
及
び
北

に
進
み
栩
谷
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
等
高
線
を
南
及
び
北
に
進
み

折
宇
谷
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
等
高
線
を
南
及
び
北
に
進
み
久
井

谷
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
等
高
線
を
南
に
進
み
同
町
木
頭
北
川
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
等
高
線
を
西
及
び
北
に
進
み
高
の
瀬
国
有
林
一
五
四
林

班
南
側
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
西
に
進
み
町
道

剣
山
線
（
剣
山
ス
ー
パ
ー
林
道
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を

北
及
び
東
に
進
み
那
賀
町
と
美
馬
市
と
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
境
界
線
を
北
東
に
進
み
高
城
山
鳥
獣
保
護
区
の
境
界
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
東
に
進
み
那
賀
町
と
神
山
町
と
の
境
界
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲

ま
れ
た
一
円
の
区
域



徳
島
県
告
示
第
六
百
二
十
二
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
七
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
更
新
す
る
。

令
和
四
年
十
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

鳥
獣
保
護
区

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

区

域

面

積

存
続
期
間

の
名
称

指
定
区
分

指

定

目

的

神
山
森
林
公

徳
島
市
及
び
神
山
町
の
徳
島
県
立
神
山
森
林
公
園
の
全

二
九
七
ヘ

令
和
四
年
十
一

身
近
な
鳥
獣
生
息
地

こ
の
区
域
は
、
神
山
町
北
東
部

園
鳥
獣
保
護

域
、
同
公
園
に
囲
ま
れ
た
民
有
地
一
円
、
名
西
郡
神
山
町

ク
タ
ー
ル

月
一
日
か
ら
令

に
位
置
し
、
広
葉
樹
を
中
心
と
す

区

鬼
籠
野
字
一
ノ
坂
七
三
六
番
地
並
び
に
町
道
笠
木
線
と
林

和
十
四
年
十
月

る
植
生
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の

道
大
地
の
森
線
と
の
交
点
か
ら
同
林
道
を
南
東
に
約
一
〇

三
十
一
日
ま
で

野
生
鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
。
ま

〇
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
横
断
暗
渠
の
地
点
を
起
点
と
し
、
同

た
、
徳
島
県
立
神
山
森
林
公
園
と

き

ょ

所
か
ら
同
林
道
を
県
道
鬼
籠
野
国
府
線
方
面
に
約
五
〇
〇

し
て
県
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て

メ
ー
ト
ル
進
み
私
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
私

お
り
、
身
近
に
野
鳥
と
触
れ
合
う

道
を
西
に
進
み
同
公
園
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

所
か
ら
同
境
界
線
を
北
、
東
及
び
南
に
進
み
起
点
に
至
る

ら
、
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
良

線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

好
な
生
息
地
の
確
保
を
図
る
。

い
き
も
の
ふ

神
山
町
と
佐
那
河
内
村
と
の
境
界
線
と
村
道
元
山
槻
地

四
〇
〇
ヘ

同

同

こ
の
区
域
は
、
佐
那
河
内
村
南

れ
あ
い
の
里

線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
村
道
を
南
東
及

ク
タ
ー
ル

部
に
位
置
し
、
天
然
の
広
葉
樹
を

鳥
獣
保
護
区

び
南
に
進
み
長
迫
の
谷
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

中
心
と
す
る
植
生
と
な
っ
て
お
り

谷
を
北
及
び
東
に
進
み
府
能
谷
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

、
多
く
の
野
生
鳥
獣
が
生
息
し
て

か
ら
同
谷
を
北
に
進
み
旭
ヶ
丸
用
水
の
取
水
口
に
至
り
、

い
る
。
区
域
内
に
は
希
少
な
生
物

同
所
か
ら
同
用
水
を
北
及
び
東
に
進
み
徳
島
県
立
佐
那
河

が
生
息
す
る
旭
ヶ
丸
希
少
野
生
生

内
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
昆
虫
観
察
の
森
に
至
り
、
同

物
保
護
区
や
東
三
渓
県
立
自
然
公

所
か
ら
同
森
の
境
界
線
を
右
回
り
に
進
み
村
道
旭
ヶ
丸
線

園
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
県
民

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
村
道
を
南
に
進
み
同
村

の
自
然
保
護
思
想
の
普
及
に
資
す

道
の
終
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
稜
線
を
東
に
進
み
村
道
大

る
た
め
の
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い

り
ょ
う

川
原
本
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
村
道
を
北
及

る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
に
指

び
東
に
進
み
小
石
の
谷
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

定
し
、
良
好
な
生
息
地
の
確
保
を

谷
を
南
東
に
進
み
標
高
八
〇
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
至
り

図
る
。



、
同
所
か
ら
小
谷
を
北
東
に
進
み
下
あ
げ
谷
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
谷
を
南
に
進
み
村
道
大
川
原
高
原
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
村
道
を
東
に
約
五
五
〇

メ
ー
ト
ル
進
み
稜
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
四
国

り
ょ
う

電
力
中
継
所
と
の
見
通
し
線
を
東
に
進
み
同
村
道
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
村
道
を
北
東
に
約
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
進
み
稜
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
稜
線
を

り
ょ
う

り
ょ
う

東
及
び
北
東
に
進
み
嵯
峨
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
稜
線
を
東
に
進
み
村
道
徳
円
寺
線
と
の
交
点
に
至
り
、

り
ょ
う

同
所
か
ら
同
村
道
を
南
及
び
東
に
進
み
中
山
谷
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
谷
を
東
に
進
み
佐
那
河
内
村
と
勝

浦
町
と
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界

線
を
南
西
に
進
み
同
村
と
上
勝
町
と
の
境
界
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
西
に
進
み
同
村
と
神
山

町
と
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線

を
北
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

春
森
鳥
獣
保

那
賀
郡
那
賀
町
長
安
の
一
般
国
道
一
九
五
号
長
安
橋
西

三
八
〇
ヘ

同

森
林
鳥
獣
生
息
地

こ
の
地
域
の
長
安
口
ダ
ム
か
ら

護
区

詰
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
に
進
み
長
安
口

ク
タ
ー
ル

出
合
橋
ま
で
の
南
面
森
林
は
、
壮

ダ
ム
左
岸
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
ダ
ム
を
南
西
に
進
み
同

齢
人
工
林
が
主
で
餌
と
な
る
下
層

ダ
ム
右
岸
に
至
り
、
同
所
か
ら
那
賀
川
右
岸
を
上
流
に
進

植
生
は
豊
富
と
い
う
わ
け
で
は
な

み
八
ヶ
橋
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
橋
を
北
に
進

い
が
、
野
生
鳥
獣
生
息
条
件
の
一

み
同
川
左
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
左
岸
を

つ
で
あ
る
隠
れ
場
の
提
供
に
重
要

下
流
に
進
み
坂
州
木
頭
川
右
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た

か
ら
同
川
右
岸
を
上
流
に
進
み
一
般
国
道
一
九
三
号
拝
宮

、
区
域
内
の
ダ
ム
人
造
湖
に
は
冬

橋
の
対
岸
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
橋
と
の
見
通
し
線
を
北

季
に
数
種
類
の
カ
モ
が
多
数
飛
来

に
進
み
同
橋
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
に
進
み
出

す
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
地
域
は

合
橋
北
詰
に
至
り
、
同
所
か
ら
徳
ヶ
谷
に
通
じ
る
山
道
を

、
鳥
獣
の
生
息
の
た
め
に
重
要
な

東
に
進
み
同
橋
の
東
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
地
点
に
あ
る
柚

区
域
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

子
園
を
経
て
徳
ヶ
谷
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
五
郎

か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、

谷
に
通
じ
る
山
道
を
東
に
進
み
同
谷
と
の
交
点
に
至
り
、

野
生
鳥
獣
の
保
護
育
成
を
図
る
も



同
所
か
ら
稜
線
の
交
点
を
北
東
に
進
み
長
安
口
へ
通
じ
る

の
で
あ
る
。

山
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山
道
を
南
東
に
進

み
稜
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
稜
線
を
南
東
に

り
ょ
う

り
ょ
う

進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

鞆
奥
鳥
獣
保

海
部
郡
海
陽
町
多
良
字
井
口
一
番
地
の
楠
王
神
社
を
起

六
〇
〇
ヘ

同

同

こ
の
地
域
は
、
室
戸
阿
南
海
岸

護
区

点
と
し
、
同
所
か
ら
海
部
川
左
岸
堤
を
東
に
進
み
同
川
河

ク
タ
ー
ル

国
定
公
園
の
一
部
で
自
然
公
園
法

口
に
至
り
、
同
所
か
ら
海
岸
線
を
南
に
進
み
那
佐
湾
口
に

、
森
林
法
等
の
法
令
に
よ
っ
て
保

至
り
、
同
所
か
ら
乳
ノ
崎
先
端
と
の
見
通
し
線
を
南
に
進

護
さ
れ
て
い
る
森
林
で
あ
り
、
乳

み
同
所
に
至
り
、
同
所
か
ら
海
岸
線
を
西
に
進
み
同
町
宍

ノ
崎
、
那
佐
湾
、
海
部
川
河
口
を

喰
浦
字
那
佐
三
四
一
番
地
の
一
に
至
り
、
同
所
か
ら
町
道

ひ
か
え
、
野
生
動
物
の
好
む
植
物

乳
ノ
元
線
を
北
西
に
進
み
一
般
国
道
五
五
号
と
の
交
点
に

も
豊
富
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ

至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
北
東
に
進
み
那
佐
湾
防
潮
堤

の
地
域
は
、
鳥
獣
の
生
息
の
た
め

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
稜
線
を
北
に
進
み
旧
宍
喰

に
重
要
な
区
域
で
あ
る
と
認
め
ら

り
ょ
う

町
と
旧
海
部
町
と
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

れ
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
に

ら
同
境
界
線
を
東
に
進
み
馬
路
谷
の
東
側
の
稜
線
と
の
交

指
定
し
、
野
生
鳥
獣
の
保
護
育
成

り
ょ
う

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
稜
線
を
北
に
進
み
標
高
六
三
メ

を
図
る
も
の
で
あ
る
。

り
ょ
う

ー
ト
ル
の
地
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
起
点
と
の
見
通
し
線

を
北
に
進
み
同
所
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

大
歩
危
鳥
獣

三
好
市
山
城
町
上
名
の
一
般
国
道
三
二
号
と
県
道
上
名

五
〇
〇
ヘ

同

同

こ
の
区
域
は
、
三
好
市
山
城
町

保
護
区

西
宇
線
と
の
交
点
の
北
約
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
を
起

ク
タ
ー
ル

及
び
西
祖
谷
山
村
の
Ｊ
Ｒ
小
歩
危

点
と
し
、
同
所
か
ら
稜
線
を
西
及
び
北
西
に
進
み
三
等
三

駅
と
Ｊ
Ｒ
大
歩
危
駅
と
の
中
間
地

角
点
上
名
（
標
高
八
三
九
・
六
メ
ー
ト
ル
）
を
経
て
標
高

域
の
吉
野
川
を
挟
ん
だ
地
域
に
位

一
、
〇
二
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点
（
通
称
水
無
山
三
角
点
）

置
す
る
。
ケ
ヤ
キ
、
コ
ナ
ラ
等
の

に
至
り
、
同
所
か
ら
稜
線
を
北
に
進
み
標
高
九
八
九
メ
ー

原
生
的
な
自
然
が
多
く
残
さ
れ
て

ト
ル
の
地
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
稜
線
を
東
に
進
み
堂
床

お
り
、
一
部
に
は
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ

谷
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
谷
を
東
に
進
み
同
国

等
の
壮
齢
林
と
の
混
交
林
も
含
ま

道
堂
床
橋
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
に

れ
、
多
種
多
様
な
鳥
獣
の
良
好
な

進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域
並
び
に
同

生
息
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

市
西
祖
谷
山
村
新
道
の
Ｊ
Ｒ
土
讃
線
と
通
称
大
谷
と
の
交

、
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
良
好

点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
谷
を
東
及
び
北
東
に
進
み

な
生
息
地
の
確
保
を
図
る
。



山
道
（
通
称
国
見
街
道
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
山
道
を
南
に
進
み
二
等
三
角
点
国
見
山
（
標
高
一
、
四

〇
九
・
一
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山
道
を
南

西
に
進
み
標
高
一
、
一
一
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点
を
経
て
大

歩
危
峡
舟
下
り
出
発
点
へ
通
じ
る
稜
線
と
の
交
点
に
至
り

、
同
所
か
ら
同
稜
線
を
南
西
に
進
み
Ｊ
Ｒ
土
讃
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
線
を
北
に
進
み
起
点
に
至
る
線

で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域



徳
島
県
告
示
第
六
百
二
十
三
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特

別
保
護
地
区
を
指
定
す
る
。

令
和
四
年
十
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

特
別
保
護
地

特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

区

域

面

積

存
続
期
間

区
の
名
称

指
定
区
分

指

定

目

的

大
歩
危
鳥
獣

三
好
市
山
城
町
上
名
の
一
般
国
道
三
二
号
と
県
道
上
名

一
四
四
ヘ

令
和
四
年
十
一

森
林
鳥
獣
生
息
地

こ
の
区
域
は
、
三
好
市
山
城
町

保
護
区
特
別

西
宇
線
と
の
交
点
の
北
約
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
を
起

ク
タ
ー
ル

月
一
日
か
ら
令

及
び
西
祖
谷
山
村
の
Ｊ
Ｒ
小
歩
危

保
護
地
区

点
と
し
、
同
所
か
ら
稜
線
を
西
及
び
北
西
に
進
み
三
等
三

和
十
四
年
十
月

駅
と
Ｊ
Ｒ
大
歩
危
駅
と
の
中
間
地

り
ょ
う

角
点
上
名
（
標
高
八
三
九
・
六
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同

三
十
一
日
ま
で

域
の
吉
野
川
を
挟
ん
だ
地
域
に
位

所
か
ら
稜
線
を
北
東
に
進
み
同
国
道
と
の
交
点
に
至
り
、

置
す
る
。
ケ
ヤ
キ
、
コ
ナ
ラ
等
の

り
ょ
う

同
所
か
ら
同
国
道
を
南
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ

原
生
的
な
自
然
が
多
く
残
さ
れ
て

た
一
円
の
区
域
並
び
に
同
市
西
祖
谷
山
村
新
道
の
Ｊ
Ｒ
土

お
り
、
一
部
に
は
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ

讃
線
と
通
称
大
谷
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同

等
の
壮
齢
林
と
の
混
交
林
も
含
ま

谷
を
東
及
び
北
東
に
約
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
地
点
に

れ
、
多
種
多
様
な
鳥
獣
の
良
好
な

至
り
、
同
所
か
ら
稜
線
を
南
東
に
進
み
同
市
西
祖
谷
山
村

生
息
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

り
ょ
う

徳
善
へ
通
ず
る
山
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山

、
特
別
保
護
地
区
に
指
定
し
、
良

道
を
南
西
及
び
南
に
進
み
大
歩
危
峡
舟
下
り
出
発
点
へ
通

好
な
生
息
地
の
確
保
を
図
る
。

じ
る
稜
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
稜
線
を
南
西

り
ょ
う

り
ょ
う

に
進
み
Ｊ
Ｒ
土
讃
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
線

を
北
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域



徳
島
県
告
示
第
六
百
二
十
四
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第

三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。

令
和
四
年
十
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

二

特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称
、
区
域
、
面
積
及
び
存
続
期
間

名

称

区

域

面

積

存
続
期
間

鯛
浜
特
定

徳
島
市
川
内
町
加
賀
須
野
の
県
道
川
内
大
代
線
旧
道
と
今
切
川
右
岸

一
四
〇
ヘ

令
和
四
年

猟
具
使
用

と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
川
右
岸
を
西
、
南
及
び
北
に
進

ク
タ
ー
ル

十
一
月
一

禁
止
区
域

み
旧
吉
野
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
右
岸
を
西
に
進
み
Ｊ

日
か
ら
令

Ｒ
高
徳
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
線
を
北
に
進
み
同
川
左
岸

和
九
年
十

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
左
岸
を
東
及
び
北
に
進
み
北
島
町

月
三
十
一

と
鳴
門
市
と
の
境
界
線
上
の
共
栄
橋
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

日
ま
で

橋
を
東
に
進
み
同
川
右
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
右
岸
を

南
に
進
み
今
切
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
左
岸
を
南
、
東

及
び
北
に
進
み
県
道
川
内
大
代
線
旧
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

起
点
と
の
見
通
し
線
を
南
に
進
み
同
所
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の

区
域

大
寺
・
第

板
野
郡
板
野
町
大
寺
の
大
寺
橋
南
詰
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
旧
吉

四
〇
ヘ
ク

同

十
新
田
特

野
川
右
岸
を
南
に
進
み
徳
島
自
動
車
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

タ
ー
ル

定
猟
具
使

同
川
右
岸
を
北
西
及
び
南
西
に
進
み
第
十
樋
門
橋
南
詰
に
至
り
、
同
所

用
禁
止
区

か
ら
同
樋
門
橋
を
北
に
進
み
同
川
左
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

域

同
川
左
岸
を
北
東
及
び
南
東
に
進
み
徳
島
自
動
車
道
と
の
交
点
に
至
り

、
同
所
か
ら
同
川
左
岸
を
北
に
進
み
宮
川
内
谷
川
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
川
右
岸
を
西
に
進
み
豊
年
橋
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
橋
を
北
に
進
み
同
川
左
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
左

岸
を
東
に
進
み
旧
吉
野
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
左
岸
を

北
及
び
東
に
進
み
大
寺
橋
北
詰
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
橋
を
南
に
進
み

起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

川
内
特
定

徳
島
市
川
内
町
鈴
江
南
の
一
般
国
道
一
一
号
吉
野
川
大
橋
北
詰
を
起

八
四
二
ヘ

同

猟
具
使
用

点
と
し
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
北
に
進
み
今
切
川
右
岸
と
の
交
点
に
至

ク
タ
ー
ル

禁
止
区
域

り
、
同
所
か
ら
同
川
右
岸
を
南
東
に
進
み
宮
島
江
湖
川
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
県
道
鳴
門
徳
島
自
転
車
道
線
と
の
見
通
し
線
を
南
に
約

七
〇
メ
ー
ト
ル
進
み
同
県
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を

東
、
南
及
び
西
に
進
み
県
道
徳
島
環
状
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
県
道
を
西
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域



野
上
橋
特

徳
島
市
多
家
良
町
川
縁
の
野
上
橋
西
詰
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
県

九
ヘ
ク
タ

同

定
猟
具
使

道
新
浜
勝
浦
線
を
南
に
約
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
地
点
に
至
り
、
同

ー
ル

用
禁
止
区

所
か
ら
勝
浦
川
に
設
置
さ
れ
た
固
定
堰
の
天
端
を
通
る
見
通
し
線
を
東

せ
き

域

に
進
み
徳
島
市
と
小
松
島
市
と
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
境
界
線
を
北
に
進
み
同
橋
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
橋
を

西
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

豊
岡
・
長

板
野
郡
松
茂
町
豊
岡
の
今
切
川
左
岸
公
共
岸
壁
と
県
道
鳴
門
徳
島
自

九
四
ヘ
ク

同

原
特
定
猟

転
車
道
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
東
及
び
南

タ
ー
ル

具
使
用
禁

東
に
進
み
臨
港
道
路
長
原
埠
頭
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
臨

止
区
域

港
道
路
を
北
に
進
み
町
道
松
茂
一
八
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
町
道
を
東
に
進
み
県
道
古
川
長
原
港
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
県
道
を
南
東
に
進
み
町
道
豊
岡
一
二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
町
道
を
南
に
進
み
県
道
鳴
門
徳
島
自
転
車
道
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
に
進
み
今
切
川
左
岸
河
口
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
川
左
岸
を
北
に
進
み
長
原
港
南
側
堤
防
及
び
北
側
堤
防
を

経
て
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

海
南
特
定

牟
岐
町
と
海
陽
町
と
の
境
界
線
と
一
般
国
道
五
五
号
と
の
交
点
を
起

一
、
〇
八

同

猟
具
使
用

点
と
し
、
同
所
か
ら
南
東
に
見
え
る
岬
先
端
と
の
見
通
し
線
を
南
東
に

〇
ヘ
ク
タ

禁
止
区
域

進
み
同
所
に
至
り
、
同
所
か
ら
網
代
崎
先
端
と
の
見
通
し
線
を
南
に
進

ー
ル

み
同
所
に
至
り
、
同
所
か
ら
海
岸
線
を
南
西
に
進
み
大
里
松
原
海
岸
東

端
を
経
て
海
部
川
河
口
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
左
岸
堤
を
西
に
進
み

一
般
国
道
五
五
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
北
及
び
北

東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

阿
波
市
市

阿
波
市
阿
波
町
西
林
の
県
道
鳴
門
池
田
線
と
県
道
船
戸
切
幡
上
板
線

三
、
一
五

同

街
地
特
定

と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
に
進
み
同
市
市
場
町

一
ヘ
ク
タ

猟
具
使
用

南
大
俣
を
経
て
下
喜
来
橋
西
詰
に
至
り
、
同
所
か
ら
日
開
谷
川
右
岸
堤

ー
ル

禁
止
区
域

防
の
私
道
を
北
に
進
み
市
道
日
開
谷
川
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
市
道
を
北
に
進
み
県
道
津
田
川
島
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
県
道
を
東
に
進
み
市
道
奈
良
坂
古
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
市
道
を
東
に
進
み
県
道
船
戸
切
幡
上
板
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
県
道
を
東
に
進
み
阿
波
市
市
場
町
と
同
市
土
成
町
と
の
境

界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
に
進
み
県
道
鳴
門

池
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
に
進
み
県
道
宮
川

内
牛
島
停
車
場
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
西
に
進

み
市
道
横
道
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
に
進
み

市
道
小
学
校
前
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
に
進

み
市
道
藤
原
工
業
団
地
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北

西
に
進
み
県
道
船
戸
切
幡
上
板
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県

道
を
東
に
進
み
宮
川
内
谷
川
左
岸
堤
防
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら



同
堤
防
を
南
東
に
進
み
市
道
古
田
大
井
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
市
道
を
東
に
進
み
阿
波
市
と
上
板
町
と
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
町
道
四
八
六
号
線
を
東
に
進
み
県
道
鳴
門
池
田
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
宮
川
内
谷
川
左
岸
堤
防
を
東
に
進
み
上
板
町

と
阿
波
市
と
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
東

及
び
南
南
西
に
進
み
県
道
徳
島
吉
野
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
県
道
を
西
に
進
み
一
般
国
道
三
一
八
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
国
道
を
南
に
進
み
県
道
香
美
吉
野
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
県
道
を
西
に
進
み
国
土
交
通
省
吉
野
川
河
川
管
理
用
道
路
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
道
路
を
西
に
進
み
市
道
西
原
日
開
谷
橋
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
に
進
み
県
道
鳴
門
池
田
線
日

開
谷
橋
東
詰
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
に
進
み
県
道
仁
賀
木
山

瀬
停
車
場
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進
み
市

道
大
道
南
二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
に
進
み

県
道
鳴
門
池
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
に
進
み

市
道
元
町
西
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
に
進
み

県
道
鳴
門
池
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
に
進
み

市
道
岩
津
川
久
保
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
に
進

み
市
道
乙
岩
津
岩
津
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
に

進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

西
条
大
橋

阿
波
市
吉
野
町
西
条
の
西
条
大
橋
北
詰
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
国

二
五
ヘ
ク

同

特
定
猟
具

土
交
通
省
河
川
管
理
用
道
路
を
東
北
東
へ
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ

タ
ー
ル

使
用
禁
止

地
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
橋
に
平
行
に
南
南
東
に
進
み
阿
波
市
と
吉

区
域

野
川
市
と
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
西
南

西
に
約
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
地
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
橋
に
平

行
に
北
北
西
に
進
み
国
土
交
通
省
河
川
管
理
用
道
路
と
の
交
点
に
至
り

、
同
所
か
ら
同
道
路
を
東
北
東
に
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
進
み
起
点
に
至

る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

熊
谷
特
定

阿
波
市
土
成
町
土
成
の
県
道
船
戸
切
幡
上
板
線
と
市
道
諏
訪
馬
場
線

五
八
ヘ
ク

同

猟
具
使
用

と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
に
進
み
市
道
北
原
矢

タ
ー
ル

禁
止
区
域

松
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
に
進
み
市
道
工
業
団

地
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
に
進
み
市
道
大

規
模
幹
線
農
道
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
に
進
み

市
道
北
原
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
に
進
み

里
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
里
道
を
北
に
進
み
鈴
川
ダ
ム
左

岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
熊
谷
寺
本
堂
北
側
に
あ
る
治
山
堰
堤

え
ん

と
の
見
通
し
線
を
南
東
に
進
み
同
所
に
至
り
、
同
所
か
ら
車
谷
池
北
端

と
の
見
通
し
線
を
南
東
に
進
み
同
所
に
至
り
、
同
所
か
ら
熊
谷
山
の
境

の
谷
を
北
東
に
約
八
〇
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
地
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
県

道
船
戸
切
幡
上
板
線
と
の
見
通
し
線
を
南
東
に
約
一
八
〇
メ
ー
ト
ル
進

み
同
県
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
及
び
南
に
進



み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

上
馬
路
特

三
好
市
池
田
町
馬
路
の
深
川
谷
と
一
般
国
道
一
九
二
号
と
の
交
点
を

五
〇
ヘ
ク

同

定
猟
具
使

起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
西
に
進
み
藤
黒
谷
と
の
交
点
に
至
り

タ
ー
ル

用
禁
止
区

、
同
所
か
ら
同
谷
を
北
に
進
み
徳
島
自
動
車
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同

域

所
か
ら
同
自
動
車
道
を
東
に
進
み
深
川
谷
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
谷
を
南
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

辻
・
西
井

三
好
市
井
川
町
辻
の
県
道
昼
間
辻
線
と
一
般
国
道
一
九
二
号
と
の
交

一
三
八
ヘ

同

川
特
定
猟

点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
西
に
進
み
同
市
井
川
町
と
同
市

ク
タ
ー
ル

具
使
用
禁

池
田
町
と
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
東

止
区
域

に
進
み
三
好
市
と
東
み
よ
し
町
と
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
境
界
線
を
東
に
進
み
美
濃
田
大
橋
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
橋
を
南
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

大
原
・
上

阿
南
市
桑
野
町
の
県
道
羽
ノ
浦
福
井
線
と
一
般
国
道
一
九
五
号
の
分

七
一
六
ヘ

同

荒
井
特
定

岐
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
東
に
進
み
県
道
津
乃
峰
筒
崎

ク
タ
ー
ル

猟
具
使
用

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
に
進
み
Ｊ
Ｒ
牟
岐
線
の

禁
止
区
域

霜
田
踏
切
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
線
を
北
東
に
進
み
阿
波
橘
駅
を
経
て

橘
第
一
踏
切
と
市
道
東
分
長
浜
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市

道
を
西
に
進
み
た
め
池
沿
い
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
採
石
場
跡
地
西
端
と
の
見
通
し
線
を
北
西
に
進
み
同
所
に
至

り
、
同
所
か
ら
長
生
参
道
を
北
東
に
進
み
津
峯
神
社
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
市
長
生
町
と
同
市
見
能
林
町
と
の
境
界
線
を
北
に
進
み
同
市
見
能

林
町
と
同
市
宝
田
町
と
の
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市

宝
田
町
と
同
市
長
生
町
と
の
境
界
線
を
北
西
及
び
北
に
進
み
桑
野
川
左

岸
堤
防
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
堤
防
を
南
西
に
進
み
長
生
橋

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
橋
を
南
に
進
み
同
川
右
岸
堤
防
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
堤
防
を
西
及
び
南
に
進
み
明
谷
橋
東
詰
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
橋
を
西
に
進
み
県
道
羽
ノ
浦
福
井
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
県
道
を
南
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域



徳
島
県
告
示
第
六
百
二
十
五
号

平
成
十
六
年
徳
島
県
告
示
第
七
百
五
十
六
号
（
漁
業
災
害
補
償
法
の
規
定
に
よ
る
区
域
及
び
漁
業
の
区

分
を
定
め
た
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
四
年
十
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
四
年
十
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

「

「

２

船
び
き
網
を
使
用
し
て
行

２

船
び
き
網
を
使
用
し
て
行
う
漁

業
（
使
用
す
る
漁
船
の
合
計

業
（
使
用
す
る
漁
船
の
合
計
総
ト

ン
数
が
二
十
ト
ン
以
上
の
も

ン
数
が
二
十
ト
ン
以
上
の
も
の
）

及
び
主
と
し
て
は
え
縄
を
使

３

小
型
定
置
漁
業

て
営
む
漁
業
（
使
用
す
る
漁

４

主
と
し
て
延
縄
を
使
用
し
て
営

合
計
総
ト
ン
数
が
十
ト
ン
未

表
長
原
加
入
区
の
項
中

む
漁
業
（
使
用
す
る
漁
船
の
合
計

を

も
の
）

総
ト
ン
数
が
十
ト
ン
未
満
の
も
の

３

小
型
定
置
漁
業

）

４

１
か
ら
３
ま
で
に
掲
げ
る

５

１
、
３
及
び
４
に
掲
げ
る
漁
業

（
２
に
あ
っ
て
は
、
主
と
し

以
外
の
漁
業
（
使
用
す
る
漁
船
の

え
縄
を
使
用
し
て
営
む
も
の

合
計
総
ト
ン
数
が
十
ト
ン
未
満
の

る
。
）
以
外
の
漁
業
（
使
用

も
の
）

漁
船
の
合
計
総
ト
ン
数
が
十

」

未
満
の
も
の
）

う
漁

総
ト

の
）

用
し

船
の

満
の

に
改
め
る
。

漁
業

て
は

に
限

す
る

ト
ン

」



徳
島
県
告
示
第
六
百
二
十
六
号

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
勝
浦
町
長

、
牟
岐
町
長
及
び
藍
住
町
長
か
ら
認
証
の
請
求
の
あ
っ
た
地
籍
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
認
証
し
た
。

令
和
四
年
十
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

勝
浦
町
に
係
る
地
籍
調
査

１
㈠

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

勝
浦
町

㈡

調
査
を
行
っ
た
時
期

平
成
二
十
九
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で

㈢

成
果
の
名
称

勝
浦
町
大
字
生
名
の
一
部
（
字
野
口
、
屋
敷
、
神
ノ
木
、
太
田
、
月
ノ
瀬
、
字
下
張
）
の
地
籍

図
及
び
地
籍
簿

㈣

調
査
を
行
っ
た
地
域

勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
生
名
字
野
口
、
字
屋
敷
、
字
神
ノ
木
、
字
太
田
、
字
月
ノ
瀬
及
び
字
下
張

（
生
名
一
地
区
）

㈤

認
証
年
月
日

令
和
四
年
十
月
十
八
日

２
㈠

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

勝
浦
町

㈡

調
査
を
行
っ
た
時
期

平
成
三
十
年
度
及
び
令
和
元
年
度

㈢

成
果
の
名
称

勝
浦
町
大
字
生
名
の
一
部
（
字
北
、
中
道
、
平
間
、
御
所
、
字
坊
ケ
谷
、
大
前
、
平
野
）
の
地

籍
図
及
び
地
籍
簿

㈣

調
査
を
行
っ
た
地
域

勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
生
名
字
北
、
字
中
道
、
字
平
間
、
字
御
所
、
字
坊
ケ
谷
、
字
大
前
及
び
字

平
野
（
生
名
三
地
区
）

㈤

認
証
年
月
日

令
和
四
年
十
月
十
八
日

３
㈠

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

勝
浦
町

㈡

調
査
を
行
っ
た
時
期

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で

㈢

成
果
の
名
称

勝
浦
町
大
字
坂
本
の
一
部
（
字
大
平
、
字
生
実
、
字
稲
原
、
字
夷
名
田
、
字
観
音
堂
の
一
部
、

字
黄
檗
、
字
坂
本
、
字
中
野
、
字
西
平
、
字
松
尾
）
の
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

㈣

調
査
を
行
っ
た
地
域

勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
坂
本
字
大
平
、
字
生
実
、
字
稲
原
、
字
夷
名
田
、
字
観
音
堂
の
一
部
、
字



黄
檗
、
字
坂
本
、
字
中
野
、
字
西
平
及
び
字
松
尾
（
坂
本
九
地
区
）

㈤

認
証
年
月
日

令
和
四
年
十
月
十
八
日

４
㈠

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

勝
浦
町

㈡

調
査
を
行
っ
た
時
期

平
成
二
十
九
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で

㈢

成
果
の
名
称

勝
浦
町
大
字
坂
本
の
一
部
（
字
赤
滝
、
字
石
ノ
内
、
字
大
久
保
、
字
上
久
保
、
字
管
ノ
佐
古
、

字
栗
佐
古
、
字
黒
岩
、
字
小
出
、
字
四
郎
ケ
谷
、
字
菅
ノ
佐
古
、
字
李
佐
古
、
字
高
畑
、
字
滝
根

、
字
月
ノ
久
保
、
字
尖
岩
、
字
轟
谷
、
字
日
開
谷
、
字
枇
杷
窟
、
字
宮
平
、
字
横
滝
、
字
観
音
堂

の
一
部
）
の
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

㈣

調
査
を
行
っ
た
地
域

勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
坂
本
字
赤
滝
、
字
石
ノ
内
、
字
大
久
保
、
字
上
久
保
、
字
管
ノ
佐
古
、
字

栗
佐
古
、
字
黒
岩
、
字
小
出
、
字
四
郎
ケ
谷
、
字
菅
ノ
佐
古
、
字
李
佐
古
、
字
高
畑
、
字
滝
根
、

字
月
ノ
久
保
、
字
尖
岩
、
字
轟
谷
、
字
日
開
谷
、
字
枇
杷
窟
、
字
宮
平
、
字
横
滝
及
び
字
観
音
堂

の
一
部
（
坂
本
十
地
区
）

㈤

認
証
年
月
日

令
和
四
年
十
月
十
八
日

５
㈠

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

勝
浦
町

㈡

調
査
を
行
っ
た
時
期

平
成
二
十
九
年
度
か
ら
令
和
二
年
度
ま
で

㈢

成
果
の
名
称

勝
浦
町
大
字
坂
本
の
一
部
（
字
猪
ケ
田
尾
、
字
露
ノ
口
、
字
休
石
）
の
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

㈣

調
査
を
行
っ
た
地
域

勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
坂
本
字
猪
ケ
田
尾
、
字
露
ノ
口
及
び
字
休
石
（
坂
本
七
地
区
）

㈤

認
証
年
月
日

令
和
四
年
十
月
十
八
日

二

牟
岐
町
に
係
る
地
籍
調
査

１

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

牟
岐
町

２

調
査
を
行
っ
た
時
期

令
和
元
年
度
及
び
令
和
二
年
度

３

成
果
の
名
称

海
部
郡
牟
岐
町
（
大
字
中
村
字
清
水
（
中
村
六
―
一
、
中
村
六
―
二
）
、
大
字
川
長
字
関
（
川
長

五
）
）
の
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

４

調
査
を
行
っ
た
地
域

海
部
郡
牟
岐
町
大
字
中
村
字
清
水
（
中
村
六
―
一
地
区
及
び
中
村
六
―
二
地
区
）
及
び
大
字
川
長

字
関
（
川
長
五
地
区
）



５

認
証
年
月
日

令
和
四
年
十
月
十
八
日

三

藍
住
町
に
係
る
地
籍
調
査

１
㈠

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

藍
住
町

㈡

調
査
を
行
っ
た
時
期

令
和
元
年
度
及
び
令
和
二
年
度

㈢

成
果
の
名
称

板
野
郡
藍
住
町
奥
野
字
原
及
び
山
畑
の
各
一
部
（
原
二
地
区
・
山
畑
一
地
区
）
の
地
籍
図
及
び

地
籍
簿

㈣

調
査
を
行
っ
た
地
域

板
野
郡
藍
住
町
奥
野
字
原
及
び
字
山
畑
の
各
一
部
（
原
二
地
区
及
び
山
畑
一
地
区
）

㈤

認
証
年
月
日

令
和
四
年
十
月
十
八
日

２
㈠

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

藍
住
町

㈡

調
査
を
行
っ
た
時
期

令
和
元
年
度
及
び
令
和
二
年
度

㈢

成
果
の
名
称

板
野
郡
藍
住
町
奥
野
字
長
江
口
（
長
江
口
地
区
）
の
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

㈣

調
査
を
行
っ
た
地
域

板
野
郡
藍
住
町
奥
野
字
長
江
口
（
長
江
口
地
区
）

㈤

認
証
年
月
日

令
和
四
年
十
月
十
八
日



徳
島
県
告
示
第
六
百
二
十
七
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
内
容
を
次
の

よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
四
年
十
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

那
賀
郡
那
賀
町
内
山
字
井
ノ
元
七
、
八
、
木
頭
助
字
中
谷
一
八
〇

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）
１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
井
ノ
元
七
・
八
・
字
中
谷
一
八
〇
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

（二）

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
徳
島
県
農
林
水
産

部
森
林
整
備
課
及
び
那
賀
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
六
百
二
十
八
号

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
設
業
者
の
許
可
を
取
り
消
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
九
条
の
五
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
四
年
十
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

処

分

を

受

け

た

者

処
分
を
し
た

処
分
の
原
因
と

商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の

処

分

の

内

容

年
月
日

許
可
番
号

な
っ
た
事
実

所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

令
和
四
年
四
月

板
野
工
業
有
限
会
社

徳
島
県
知
事
許
可

建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
建
設
業
許
可
の
取
消
し

建
設
業
法
第
十

八
日

板
野
郡
藍
住
町
奥
野
字
矢
上
前
一
一

（
般

二
九
）

（
土
木
工
事
業
、
機
械
器
具
設
置
工
事
業
、
水
道
施
設
工
事
業
及
び
消

二
条
の
規
定
に

－

七
番
地
三

第
三
五
四
〇
号

防
施
設
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

よ
る
廃
業
の
届

後
藤

敏
幸

出
が
あ
り
、
こ

の
こ
と
が
同
法

第
二
十
九
条
第

一
項
第
五
号
に

該
当
す
る
と
認

め
ら
れ
る
。

同

六
月

橋
本
組

同

同

同

二
日

三
好
市
三
野
町
芝
生
三
七
三
番
地

（
般

〇
三
）

（
土
木
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

－

橋
本

芳
久

第
六
〇
一
八
号

同

マ
エ
ダ
建
設

同

同

同

十
日

海
部
郡
海
陽
町
大
里
字
飯
持
四
五
番

（
般

二
九
）

（
建
築
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

－

地
二

第
四
四
五
四
号

前
田

伍
市

同

有
限
会
社
河
野
地
研

同

同

同

十
四
日

徳
島
市
八
多
町
北
内
五
番
地

（
般

〇
二
）

（
土
木
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

－

河
野

昭

第
五
六
四
六
号

同

株
式
会
社
ア
ラ
タ
建
設

同

同

同

二
十
四
日

徳
島
市
八
万
町
寺
山
一
六
七
番
地
一

（
特

〇
三
）

（
建
築
工
事
業
及
び
大
工
工
事
業
に
関
す
る
特
定
建
設
業
許
可
）

－

元
木

智
子

第
四
一
四
八
号



同

有
限
会
社
上
村
建
設

同

同

同

美
馬
郡
つ
る
ぎ
町
半
田
字
田
井
一
六

（
般

〇
三
）

（
土
木
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
、
石
工
事
業
、
鋼
構
造
物
工
事

－

五
番
地
の
一

第
五
九
一
七
号

業
、
舗
装
工
事
業
、
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
業
及
び
水
道
施
設
工
事
業
に
関

上
村

清
見

す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

同

株
式
会
社
司
工
務
店

同

同

同

二
十
八
日

徳
島
市
末
広
一
丁
目
三
番
二
四
号

（
般

〇
一
）

（
土
木
工
事
業
、
舗
装
工
事
業
及
び
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
業
に
関
す
る
一

－
森
本

桂
次

第
一
四
〇
三
号

般
建
設
業
許
可
）

同

有
限
会
社
中
條
防
水
工
業
所

同

同

同

徳
島
市
末
広
五
丁
目
四
番
二
五
号

（
般

二
九
）

（
土
木
工
事
業
、
建
築
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
、
鋼
構
造
物
工

－

中
條

優

第
一
三
二
五
号

事
業
、
舗
装
工
事
業
、
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
業
、
水
道
施
設
工
事
業
及
び

解
体
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

同

岡
下
建
設
株
式
会
社

同

同

同

三
十
日

阿
南
市
津
乃
峰
町
東
分
一
〇
八
番
地

（
特

〇
二
）

（
土
木
工
事
業
、
舗
装
工
事
業
、
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
業
及
び
水
道
施
設

－

一

第
一
九
二
号

工
事
業
に
関
す
る
特
定
建
設
業
許
可
）

岡
下

清
一
郎

同

七
月

株
式
会
社
Ｌ
ｅ
ａ
ｐ

同

同

同

五
日

阿
波
市
市
場
町
大
俣
字
宇
佐
七
番
地

（
般

三
〇
）

（
土
木
工
事
業
、
建
築
工
事
業
、
左
官
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業

－

五

第
七
七
〇
七
七
号

、
石
工
事
業
、
管
工
事
業
、
鋼
構
造
物
工
事
業
、
舗
装
工
事
業
、
し
ゅ

松
浦

達
也

ん
せ
つ
工
事
業
及
び
水
道
施
設
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

同

植
政
造
園

同

同

同

十
二
日

阿
南
市
富
岡
町
寿
通
り
二
〇
番
地
一

（
般

〇
三
）

（
造
園
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

－

石
本

達

第
六
五
四
〇
号

同

野
村
製
作
所

同

同

同

二
十
日

阿
南
市
横
見
町
前
田
四
七
番
地
一

（
般

二
九
）

（
大
工
工
事
業
、
左
官
工
事
業
、
石
工
事
業
、
屋
根
工
事
業
、
タ
イ
ル

－

野
村

昌
弘

第
七
三
八
九
号

・
れ
ん
が
・
ブ
ロ
ッ
ク
工
事
業
、
板
金
工
事
業
、
ガ
ラ
ス
工
事
業
、
塗

装
工
事
業
、
防
水
工
事
業
、
内
装
仕
上
工
事
業
、
熱
絶
縁
工
事
業
及
び

建
具
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

同

新
田
左
官
工
業

同

同

同

二
十
一
日

徳
島
市
川
内
町
旭
野
一
番
地
一
〇

（
般

二
九
）

（
左
官
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

－



新
田

二
十
三

第
七
三
九
〇
号

同

八
月

有
限
会
社
林
工
業

同

同

同

八
日

徳
島
市
北
島
田
町
二
丁
目
三
〇
番
地

（
般

〇
一
）

（
建
築
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

－

の
三

第
七
〇
一
八
号

林

久
代

同

株
式
会
社
濱
土
建

同

同

同

徳
島
市
南
末
広
町
二
番
七
四
号

（
般

〇
一
）

（
管
工
事
業
及
び
造
園
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

－
濱

博
文

第
七
〇
六
二
四
号

同

斎
藤
忠
建
設
株
式
会
社

同

同

同

鳴
門
市
大
麻
町
松
村
字
土
井
八
〇
番

（
般

〇
四
）

（
管
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

－

地

第
九
一
七
号

齋
藤

廣
惠

同

春
日
建
設
有
限
会
社

同

同

同

十
九
日

徳
島
市
入
田
町
天
ノ
原
七
二
番
地

（
般

〇
三
）

（
大
工
工
事
業
及
び
内
装
仕
上
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

－

石
井

光
雄

第
三
六
二
六
号

同

富
岡
建
設
株
式
会
社

同

同

同

二
十
三
日

阿
南
市
見
能
林
町
上
か
う
や
五
番
地

（
特

〇
四
）

（
解
体
工
事
業
に
関
す
る
特
定
建
設
業
許
可
）

－

の
二

第
八
一
五
号

岡
久

眞
澄

同

有
限
会
社
宮
誠
建
設

同

同

同

二
十
四
日

徳
島
市
庄
町
五
丁
目
八
一
番
地
の
一

（
般

〇
三
）

（
土
木
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
、
舗
装
工
事
業
及
び
水
道
施
設

－

六
七

第
四
〇
七
五
号

工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

宮
本

明

同

有
限
会
社
岡
田
工
務
店

同

同

同

三
十
日

徳
島
市
南
田
宮
二
丁
目
八
番
六
号

（
般

二
九
）

（
土
木
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

－

岡
田

光
弘

第
八
三
五
号

同

九
月

有
限
会
社
中
尾
建
設

同

同

同

十
二
日

三
好
市
東
祖
谷
小
川
二
〇
番
地
一

（
般

〇
三
）

（
土
木
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
、
石
工
事
業
及
び
舗
装
工
事
業

－

中
尾

正
秀

第
五
一
二
五
号

に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

同

株
式
会
社
片
山
組

同

同

同



二
十
一
日

海
部
郡
美
波
町
奥
河
内
字
寺
前
四
九

（
般

二
九
）

（
建
築
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

－

〇
番
地
八

第
一
一
三
六
号

片
山

裕
道

同

有
限
会
社
山
菱

同

同

同

阿
南
市
山
口
町
森
国
一
〇
八
番
地
一

（
般

〇
二
）

（
土
木
工
事
業
及
び
と
び
・
土
工
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可

－

久
米

紀
福

第
三
三
〇
二
号

）

同

野
上
建
設
株
式
会
社

同

同

同

二
十
六
日

勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
棚
野
字
鍛
治
地

（
般

三
〇
）

（
建
築
工
事
業
、
大
工
工
事
業
及
び
管
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業

－

一
一
番
地
の
五

第
二
六
八
号

許
可
）

野
上

久
仁
栄

同

同

同

同

同

（
特

三
〇
）

（
土
木
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
、
石
工
事
業
、
鋼
構
造
物
工
事

－

第
二
六
八
号

業
、
舗
装
工
事
業
、
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
業
、
水
道
施
設
工
事
業
及
び
解

体
工
事
業
に
関
す
る
特
定
建
設
業
許
可
）

同

株
式
会
社
菅
原
塗
装

同

同

同

徳
島
市
津
田
海
岸
町
六
番
一
〇
号

（
般

〇
一
）

（
土
木
工
事
業
及
び
建
築
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建
設
業
許
可
）

－

菅
原

清
司

第
一
四
五
一
号

同

株
式
会
社
松
葉
建
設

同

同

同

二
十
八
日

徳
島
市
中
吉
野
町
二
丁
目
一
九
番
地

（
般

〇
二
）

（
大
工
工
事
業
、
と
び
・
土
工
工
事
業
、
石
工
事
業
、
屋
根
工
事
業
、

－

松
田

健
作

第
三
五
七
九
号

タ
イ
ル
・
れ
ん
が
・
ブ
ロ
ッ
ク
工
事
業
、
舗
装
工
事
業
、
し
ゅ
ん
せ
つ

工
事
業
、
内
装
仕
上
工
事
業
及
び
水
道
施
設
工
事
業
に
関
す
る
一
般
建

設
業
許
可
）



徳
島
県
告
示
第
六
百
二
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
南
部
総
合
県
民
局
美
波
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
四
年
十
月
二
十
八
日
か
ら

二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
十
月
二
十
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

道
路
の
種
類

県
道

整
理

新
旧

敷

地

の

幅

員

延

長

路
線
名

区

間

番
号

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

海
部
郡
海
陽
町
久
保
字
久
保

旧

八
・
五
〜
二
六
・
三

四
一
・
〇

１

五
六
番

０

久
尾
宍
喰
浦

３

同

新

八
・
五
〜
四
一
・
五

四
一
・
〇



徳
島
県
病
院
局
告
示
第
八
号

徳
島
県
病
院
局
財
務
規
程
（
平
成
十
七
年
徳
島
県
病
院
局
管
理
規
程
第
九
号
）
第
百
七
条
の
規
定
に
お

い
て
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規

則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二
十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
随
意
契
約
の

相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政

令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
四
年
十
月
二
十
八
日

徳
島
県
病
院
事
業
管
理
者

北

畑

洋

一

契
約
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

Ｅ
Ｒ
棟
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
業
務

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
病
院
局
経
営
改
革
課

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

三

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

令
和
四
年
八
月
二
十
九
日

四

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

富
士
通
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
株
式
会
社
徳
島
支
社

徳
島
市
か
ち
ど
き
橋
二
丁
目
二
十
九
番
地
一

五

契
約
金
額

一
億
三
千
八
百
二
十
七
万
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

七

随
意
契
約
に
よ
る
理
由

地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
第
二
十
一
条
の
十
四
第
一
項
第
二
号



徳
島
県
病
院
局
告
示
第
九
号

徳
島
県
病
院
局
財
務
規
程
（
平
成
十
七
年
徳
島
県
病
院
局
管
理
規
程
第
九
号
）
第
百
七
条
の
規
定
に
お

い
て
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規

則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二
十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
随
意
契
約
の

相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政

令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
四
年
十
月
二
十
八
日

徳
島
県
病
院
事
業
管
理
者

北

畑

洋

一

契
約
に
係
る
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

Ｘ
線
一
般
撮
影
装
置
（
長
尺
仕
様
）

一
式

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
病
院
局
経
営
改
革
課

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

三

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

令
和
四
年
九
月
十
二
日

四

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

株
式
会
社
島
津
製
作
所
四
国
支
店

高
松
市
番
町
一
丁
目
六
番
一

五

契
約
金
額

三
千
三
百
万
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

七

随
意
契
約
に
よ
る
理
由

地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
第
二
十
一
条
の
十
四
第
一
項
第
八
号



徳
島
県
病
院
局
告
示
第
十
号

徳
島
県
病
院
局
財
務
規
程
（
平
成
十
七
年
徳
島
県
病
院
局
管
理
規
程
第
九
号
）
第
百
七
条
の
規
定
に
お

い
て
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規

則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二
十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
一
般
競
争
入

札
に
付
す
る
の
で
、
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
六
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
四
年
十
月
二
十
八
日

徳
島
県
病
院
事
業
管
理
者

北

畑

洋

一

入
札
に
付
す
る
事
項

１

購
入
物
品
等
の
件
名
及
び
数
量

注
射
薬
自
動
払
出
シ
ス
テ
ム

一
式

２

購
入
物
品
等
の
特
質
等

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

３

納
入
期
限

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日(

金
曜
日)

４

納
入
場
所

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

二

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格

１

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

２

物
品
の
購
入
等
の
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
要
綱
（
昭
和

五
十
六
年
徳
島
県
告
示
第
二
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
に
よ
り
資
格
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
。

３

徳
島
県
物
品
購
入
等
に
係
る
指
名
停
止
等
措
置
要
綱
に
基
づ
く
指
名
停
止
等
の
措
置
を
受
け
て
い

な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

４

暴
力
団
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七

号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
若
し
く
は
暴
力
団
員
（
同
条
第

六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
又
は
暴
力
団

及
び
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
と
認
め
ら
れ
る
者
で
な
い
こ
と
。

三

入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
、
契
約
条
項
を
示
す
場
所
並
び
に
入
札
説
明
書
（
仕
様
内
容
を
除
く
。
）

及
び
契
約
条
項
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
病
院
局
経
営
改
革
課
経
営
戦
略
担
当
（
電
話
〇
八
八
―
六
二
一
―
二
二
四
〇
）

四

仕
様
内
容
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
病
院
局
経
営
改
革
課
経
営
戦
略
担
当
（
電
話
〇
八
八
―
六
二
一
―
二
二
四
〇
）

五

入
札
に
参
加
す
る
者
に
求
め
ら
れ
る
事
項
等

１

本
件
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
入
札
し
よ
う
と
す
る
物
品
等
の
仕
様
が
、
入
札
説
明
書

に
示
し
た
特
質
等
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
等
（
以
下
「
応
札
仕
様
書
」
と

い
う
。
）
を
、
県
の
指
定
す
る
様
式
に
よ
り
、
２
の

に
掲
げ
る
受
領
期
限
ま
で
に
２
の

に
掲
げ

（一）

（二）

る
提
出
場
所
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
提
出
し
た
応
札
仕
様
書
に
関
し
県
か
ら
説
明



を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

応
札
仕
様
書
の
受
領
期
限
、
提
出
場
所
及
び
提
出
方
法

受
領
期
限

（一）

令
和
四
年
十
一
月
二
十
五
日
（
金
曜
日
）
午
後
五
時

提
出
場
所

（二）

郵
便
番
号
七
七
〇
―
八
五
七
〇

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
病
院
局
経
営
改
革
課
経
営
戦
略
担
当

提
出
方
法

（三）

直
接
持
参
又
は
郵
送
（
郵
送
に
よ
る
場
合
に
は
、
書
留
郵
便
と
し
、
受
領
期
限
ま
で
に
必
着
の

こ
と
。）

六

入
札
手
続
等

１

入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所
並
び
に
入
札
書
の
提
出
方
法

日
時

（一）

令
和
四
年
十
二
月
八
日
（
木
曜
日
）
午
前
十
時
二
十
分

場
所

（二）

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
病
院
局
会
議
室

入
札
書
の
提
出
方
法

（三）

直
接
持
参
又
は
郵
送
（
郵
送
に
よ
る
場
合
に
は
、
書
留
郵
便
と
し
、
受
領
期
限
ま
で
に
必
着
の

こ
と
。）

２

郵
送
に
よ
る
場
合
の
入
札
書
の
受
領
期
限
及
び
宛
先

受
領
期
限

（一）

令
和
四
年
十
二
月
七
日
（
水
曜
日
）
午
後
五
時

宛
先

（二）

郵
便
番
号
七
七
〇
―
八
五
七
〇

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
病
院
局
経
営
改
革
課
経
営
戦
略
担
当

３

入
札
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
百
分
の
十
に
相
当
す
る

額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨

て
た
金
額
）
を
も
っ
て
落
札
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
百
十
分
の

百
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

４

契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

５

入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

免
除

６

入
札
の
無
効

二
に
規
定
す
る
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札

（一）

指
定
し
た
日
時
ま
で
に
指
定
し
た
場
所
に
到
達
し
な
い
入
札
又
は
郵
便
入
札
の
場
合
で
あ
っ
て

（二）



封
書
の
表
面
に
「
何
々
入
札
書
在
中
」
と
朱
書
が
な
く
、
入
札
書
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
な
か

っ
た
入
札

記
名
の
な
い
入
札

（三）

入
札
事
項
を
表
示
せ
ず
、
若
し
く
は
そ
の
記
載
事
項
が
不
明
確
で
あ
り
、
又
は
一
定
の
金
額
を

（四）
も
っ
て
価
格
を
表
示
し
な
い
入
札

同
一
事
項
に
対
し
て
し
た
二
通
以
上
の
入
札

（五）

他
人
の
代
理
人
を
兼
ね
、
又
は
二
人
以
上
の
代
理
を
し
た
者
の
入
札

（六）

そ
の
他
入
札
に
関
す
る
条
件
に
違
反
し
た
入
札

（七）
７

落
札
者
の
決
定
方
法

有
効
な
入
札
書
を
提
出
し
、
か
つ
、
五
に
よ
り
こ
の
公
告
及
び
入
札
説
明
書
に
示
し
た
物
品
等
の

納
入
に
つ
い
て
証
明
し
た
入
札
者
で
あ
っ
て
、
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
提
示

し
た
も
の
を
落
札
者
と
す
る
。
落
札
と
な
る
べ
き
同
価
の
入
札
を
し
た
者
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は

、
直
ち
に
当
該
入
札
者
に
く
じ
を
引
か
せ
て
落
札
者
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

８

契
約
書
の
作
成
の
要
否

要

９

そ
の
他

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。
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徳
島
県
病
院
局
告
示
第
十
一
号

徳
島
県
病
院
局
財
務
規
程
（
平
成
十
七
年
徳
島
県
病
院
局
管
理
規
程
第
九
号
）
第
百
七
条
の
規
定
に
お

い
て
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規

則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二
十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
一
般
競
争
入

札
に
付
す
る
の
で
、
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
六
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
四
年
十
月
二
十
八
日

徳
島
県
病
院
事
業
管
理
者

北

畑

洋

一

入
札
に
付
す
る
事
項

１

購
入
物
品
等
の
件
名
及
び
数
量

生
体
情
報
モ
ニ
タ
ー

一
式

２

購
入
物
品
等
の
特
質
等

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

３

納
入
期
限

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日(

金
曜
日)

４

納
入
場
所

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

二

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格

１

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

２

物
品
の
購
入
等
の
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
要
綱
（
昭
和

五
十
六
年
徳
島
県
告
示
第
二
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
に
よ
り
資
格
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
。

３

徳
島
県
物
品
購
入
等
に
係
る
指
名
停
止
等
措
置
要
綱
に
基
づ
く
指
名
停
止
等
の
措
置
を
受
け
て
い

な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

４

暴
力
団
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七

号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
若
し
く
は
暴
力
団
員
（
同
条
第

六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
又
は
暴
力
団

及
び
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
と
認
め
ら
れ
る
者
で
な
い
こ
と
。

三

入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
、
契
約
条
項
を
示
す
場
所
並
び
に
入
札
説
明
書
（
仕
様
内
容
を
除
く
。
）

及
び
契
約
条
項
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
病
院
局
経
営
改
革
課
経
営
戦
略
担
当
（
電
話
〇
八
八
―
六
二
一
―
二
二
四
〇
）

四

仕
様
内
容
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
病
院
局
経
営
改
革
課
経
営
戦
略
担
当
（
電
話
〇
八
八
―
六
二
一
―
二
二
四
〇
）

五

入
札
に
参
加
す
る
者
に
求
め
ら
れ
る
事
項
等

１

本
件
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
入
札
し
よ
う
と
す
る
物
品
等
の
仕
様
が
、
入
札
説
明
書

に
示
し
た
特
質
等
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
等
（
以
下
「
応
札
仕
様
書
」
と

い
う
。
）
を
、
県
の
指
定
す
る
様
式
に
よ
り
、
２
の

に
掲
げ
る
受
領
期
限
ま
で
に
２
の

に
掲
げ

（一）

（二）

る
提
出
場
所
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
提
出
し
た
応
札
仕
様
書
に
関
し
県
か
ら
説
明



を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

応
札
仕
様
書
の
受
領
期
限
、
提
出
場
所
及
び
提
出
方
法

受
領
期
限

（一）

令
和
四
年
十
一
月
二
十
五
日
（
金
曜
日
）
午
後
五
時

提
出
場
所

（二）

郵
便
番
号
七
七
〇
―
八
五
七
〇

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
病
院
局
経
営
改
革
課
経
営
戦
略
担
当

提
出
方
法

（三）

直
接
持
参
又
は
郵
送
（
郵
送
に
よ
る
場
合
に
は
、
書
留
郵
便
と
し
、
受
領
期
限
ま
で
に
必
着
の

こ
と
。）

六

入
札
手
続
等

１

入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所
並
び
に
入
札
書
の
提
出
方
法

日
時

（一）

令
和
四
年
十
二
月
八
日
（
木
曜
日
）
午
前
十
時
四
十
分

場
所

（二）

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
病
院
局
会
議
室

入
札
書
の
提
出
方
法

（三）

直
接
持
参
又
は
郵
送
（
郵
送
に
よ
る
場
合
に
は
、
書
留
郵
便
と
し
、
受
領
期
限
ま
で
に
必
着
の

こ
と
。）

２

郵
送
に
よ
る
場
合
の
入
札
書
の
受
領
期
限
及
び
宛
先

受
領
期
限

（一）

令
和
四
年
十
二
月
七
日
（
水
曜
日
）
午
後
五
時

宛
先

（二）

郵
便
番
号
七
七
〇
―
八
五
七
〇

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
病
院
局
経
営
改
革
課
経
営
戦
略
担
当

３

入
札
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
百
分
の
十
に
相
当
す
る

額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨

て
た
金
額
）
を
も
っ
て
落
札
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
百
十
分
の

百
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

４

契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

５

入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

免
除

６

入
札
の
無
効

二
に
規
定
す
る
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札

（一）

指
定
し
た
日
時
ま
で
に
指
定
し
た
場
所
に
到
達
し
な
い
入
札
又
は
郵
便
入
札
の
場
合
で
あ
っ
て

（二）



封
書
の
表
面
に
「
何
々
入
札
書
在
中
」
と
朱
書
が
な
く
、
入
札
書
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
な
か

っ
た
入
札

記
名
の
な
い
入
札

（三）

入
札
事
項
を
表
示
せ
ず
、
若
し
く
は
そ
の
記
載
事
項
が
不
明
確
で
あ
り
、
又
は
一
定
の
金
額
を

（四）
も
っ
て
価
格
を
表
示
し
な
い
入
札

同
一
事
項
に
対
し
て
し
た
二
通
以
上
の
入
札

（五）

他
人
の
代
理
人
を
兼
ね
、
又
は
二
人
以
上
の
代
理
を
し
た
者
の
入
札

（六）

そ
の
他
入
札
に
関
す
る
条
件
に
違
反
し
た
入
札

（七）
７

落
札
者
の
決
定
方
法

有
効
な
入
札
書
を
提
出
し
、
か
つ
、
五
に
よ
り
こ
の
公
告
及
び
入
札
説
明
書
に
示
し
た
物
品
等
の

納
入
に
つ
い
て
証
明
し
た
入
札
者
で
あ
っ
て
、
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
提
示

し
た
も
の
を
落
札
者
と
す
る
。
落
札
と
な
る
べ
き
同
価
の
入
札
を
し
た
者
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は

、
直
ち
に
当
該
入
札
者
に
く
じ
を
引
か
せ
て
落
札
者
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

８

契
約
書
の
作
成
の
要
否

要

９

そ
の
他

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。
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徳
島
県
病
院
局
告
示
第
十
二
号

徳
島
県
病
院
局
財
務
規
程
（
平
成
十
七
年
徳
島
県
病
院
局
管
理
規
程
第
九
号
）
第
百
七
条
の
規
定
に
お

い
て
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規

則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二
十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
一
般
競
争
入

札
に
付
す
る
の
で
、
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
六
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
四
年
十
月
二
十
八
日

徳
島
県
病
院
事
業
管
理
者

北

畑

洋

一

入
札
に
付
す
る
事
項

１

購
入
物
品
等
の
件
名
及
び
数
量

乳
房
Ｘ
線
撮
影
装
置
及
び
保
守
業
務
一
式

２

購
入
物
品
等
の
特
質
等

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

３

納
入
期
限

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日(

金
曜
日)

４

納
入
場
所

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

二

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格

１

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

２

物
品
の
購
入
等
の
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
要
綱
（
昭
和

五
十
六
年
徳
島
県
告
示
第
二
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
に
よ
り
資
格
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
。

３

徳
島
県
物
品
購
入
等
に
係
る
指
名
停
止
等
措
置
要
綱
に
基
づ
く
指
名
停
止
等
の
措
置
を
受
け
て
い

な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

４

暴
力
団
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七

号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
若
し
く
は
暴
力
団
員
（
同
条
第

六
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
又
は
暴
力
団

及
び
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
と
認
め
ら
れ
る
者
で
な
い
こ
と
。

三

入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
、
契
約
条
項
を
示
す
場
所
並
び
に
入
札
説
明
書
（
仕
様
内
容
を
除
く
。
）

及
び
契
約
条
項
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
病
院
局
経
営
改
革
課
経
営
戦
略
担
当
（
電
話
〇
八
八
―
六
二
一
―
二
二
四
〇
）

四

仕
様
内
容
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
病
院
局
経
営
改
革
課
経
営
戦
略
担
当
（
電
話
〇
八
八
―
六
二
一
―
二
二
四
〇
）

五

入
札
に
参
加
す
る
者
に
求
め
ら
れ
る
事
項
等

１

本
件
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
入
札
し
よ
う
と
す
る
物
品
等
の
仕
様
が
、
入
札
説
明
書

に
示
し
た
特
質
等
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
等
（
以
下
「
応
札
仕
様
書
」
と

い
う
。
）
を
、
県
の
指
定
す
る
様
式
に
よ
り
、
２
の

に
掲
げ
る
受
領
期
限
ま
で
に
２
の

に
掲
げ

（一）

（二）

る
提
出
場
所
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
提
出
し
た
応
札
仕
様
書
に
関
し
県
か
ら
説
明



を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

応
札
仕
様
書
の
受
領
期
限
、
提
出
場
所
及
び
提
出
方
法

受
領
期
限

（一）

令
和
四
年
十
一
月
二
十
五
日
（
金
曜
日
）
午
後
五
時

提
出
場
所

（二）

郵
便
番
号
七
七
〇
―
八
五
七
〇

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
病
院
局
経
営
改
革
課
経
営
戦
略
担
当

提
出
方
法

（三）

直
接
持
参
又
は
郵
送
（
郵
送
に
よ
る
場
合
に
は
、
書
留
郵
便
と
し
、
受
領
期
限
ま
で
に
必
着
の

こ
と
。）

六

入
札
手
続
等

１

入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所
並
び
に
入
札
書
の
提
出
方
法

日
時

（一）

令
和
四
年
十
二
月
八
日
（
木
曜
日
）
午
前
十
一
時

場
所

（二）

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
病
院
局
会
議
室

入
札
書
の
提
出
方
法

（三）

直
接
持
参
又
は
郵
送
（
郵
送
に
よ
る
場
合
に
は
、
書
留
郵
便
と
し
、
受
領
期
限
ま
で
に
必
着
の

こ
と
。）

２

郵
送
に
よ
る
場
合
の
入
札
書
の
受
領
期
限
及
び
宛
先

受
領
期
限

（一）

令
和
四
年
十
二
月
七
日
（
水
曜
日
）
午
後
五
時

宛
先

（二）

郵
便
番
号
七
七
〇
―
八
五
七
〇

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

徳
島
県
病
院
局
経
営
改
革
課
経
営
戦
略
担
当

３

入
札
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
百
分
の
十
に
相
当
す
る

額
を
加
算
し
た
金
額
（
当
該
金
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨

て
た
金
額
）
を
も
っ
て
落
札
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
百
十
分
の

百
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

４

契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

５

入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

免
除

６

入
札
の
無
効

二
に
規
定
す
る
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札

（一）

指
定
し
た
日
時
ま
で
に
指
定
し
た
場
所
に
到
達
し
な
い
入
札
又
は
郵
便
入
札
の
場
合
で
あ
っ
て

（二）



封
書
の
表
面
に
「
何
々
入
札
書
在
中
」
と
朱
書
が
な
く
、
入
札
書
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
な
か

っ
た
入
札

記
名
の
な
い
入
札

（三）

入
札
事
項
を
表
示
せ
ず
、
若
し
く
は
そ
の
記
載
事
項
が
不
明
確
で
あ
り
、
又
は
一
定
の
金
額
を

（四）
も
っ
て
価
格
を
表
示
し
な
い
入
札

同
一
事
項
に
対
し
て
し
た
二
通
以
上
の
入
札

（五）

他
人
の
代
理
人
を
兼
ね
、
又
は
二
人
以
上
の
代
理
を
し
た
者
の
入
札

（六）

そ
の
他
入
札
に
関
す
る
条
件
に
違
反
し
た
入
札

（七）
７

落
札
者
の
決
定
方
法

有
効
な
入
札
書
を
提
出
し
、
か
つ
、
五
に
よ
り
こ
の
公
告
及
び
入
札
説
明
書
に
示
し
た
物
品
等
の

納
入
に
つ
い
て
証
明
し
た
入
札
者
で
あ
っ
て
、
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
提
示

し
た
も
の
を
落
札
者
と
す
る
。
落
札
と
な
る
べ
き
同
価
の
入
札
を
し
た
者
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は

、
直
ち
に
当
該
入
札
者
に
く
じ
を
引
か
せ
て
落
札
者
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

８

契
約
書
の
作
成
の
要
否

要

９

契
約
書
の
作
成
に
係
る
注
意
事
項

今
回
の
入
札
に
お
い
て
は
、
機
器
納
入
後
、
稼
働
開
始
か
ら
一
年
間
の
無
償
保
証
期
間
の
満
了
後

以
降
五
年
間
の
保
守
経
費
に
つ
い
て
も
含
め
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
物
品
売
買
契
約
と
保
守
業
務
委
託
契
約
と
は
別
々
に
締
結
す
る
こ
と
と
し
、
保
守
業
務

委
託
契
約
の
締
結
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
契
約
条
項
に
「
こ
の
契
約
は
徳
島
県
長
期
継
続
契
約(

平

成
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
十
八
号)

に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
長
期
継
続
契
約
で
あ
る
た
め

翌
年
度
以
降
に
お
い
て
、
歳
出
予
算
の
当
該
金
額
に
つ
い
て
、
減
額
又
は
削
除
が
あ
っ
た
場
合
は
当

該
契
約
は
解
除
す
る
」
旨
を
規
定
す
る
。

そ
の
他

10

詳
細
は
、
入
札
説
明
書
に
よ
る
。
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S
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m
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